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１　はじめに

筆者らは平成11（1999）年以来、和歌山県橋本市橋本駅前の中
心市街地における町と町家の調査研究を行って来た１）。その一環
として戦前期、南海電鉄等の発行による橋本関連のパンフレッ
ト類を入手したが、発行年代が明らかでないものが目立った。
そこで本稿では資料の概要を紹介して発行年代等を明らかにす
る第3報とし、併せて由良要塞による掲載許可、検閲（以下、「検
閲等」とする）について考察を加えた。

２　資料とその発行年代

以下では発行年代不明の11種類の資料について、体裁、内容
を述べた上で、発行年代の考察を加える。なお、論述の順序は
考察より判明した発行年代順とする。なお、資料では表紙の印
刷される側を表面とした。

１）楠公遺蹟めぐり／南海鉄道株式会社運輸課乗客掛／昭和4

（1929）年頃
［体裁］縦268㎜×横386㎜を上下２段に折、更に縦に四つ半折。
表面は朱、水色、緑、橙、黒の５色刷、裏面は茶色と青の２色
刷。
［内容］表面は上段右から１／４が表紙で、菊の紋と波を背景に
関係遺蹟の名称が朱色で記され、右上に「楠公遺蹟めぐり」、左
下に「南海電車」と縦書される。残りが「楠公遺蹟分布図」で、上
段上部に右から横書される。なお、左下欄外に「著作印刷　わら
ぢや」と右書される。
裏面は上下２段組で、上段右側に「楠公の遺蹟を訪ねて」とし

て以下、各遺蹟の紹介がなされる。
［発行年代］「楠公遺蹟分布図」に“ケーブル工事中”とあるので昭
和４（1929）年と考えるのが妥当である。また、裏面の連絡先が
“南海鉄道株式会社運輸課乗客掛［電話戎自四一番／至四十八番］”
とする点も、これまでの例から見ると昭和５（1930）年以前に限
られるので妥当である。

２）賃金・時刻表／南海電車／昭和４（1929）年前半
［体裁］表紙は縦178㎜×横193㎜を縦に二つ折。内側に、縦171

㎜×横341㎜の3枚を縦四つ折に畳込む。表紙表面は藍色、緑、
茶色、橙色、青の5色刷、裏面は黒と朱の２色刷。折込みの３枚
は黒と朱の２色刷。
［内容］表紙表面は左列が表紙で、岩礁と松を描き左上に「南海電
車／賃金・時刻表」と縦書する。右列が裏表紙で、「南海電車線
路略図」を描く。
裏面右列には「全線電車運転間隔」（右書）、左列に「軌道線賃金

表」（左書）を掲載する。
第１紙表面に「難波＝和歌山市間特別急行、直通電車時刻並に

他線連絡時刻表（下り）、裏面に「和歌山市＝難波特別急行、直通
電車時刻並に他線連絡時刻表」（上り）を掲載、第２紙表面に「難
波及汐見橋＝高野下間時刻並高野山電鉄・鉄道省和歌山線連絡
時刻表（下り高野下・三日市町行）」、裏面に「高野下＝難波及汐
見橋下間時刻並高野山電鉄・鉄道省和歌山線連絡時刻表（上り難
波・汐見橋行）」を掲載する。第３紙表に「並等片道賃金表」「本線
区間表」「他線連絡切符」「洲本行連絡摂陽商船」及び備考、裏面に
「本線定期賃金表」「高野線定期特定賃金表」「高野線定期賃金表」
「高野線特設一年定期賃金表」「本線回数乗車券」「御団体割引表」
を掲載する。
［発行年代］表面「南海沿線案内略図」に記される紀勢本線２）の開
通が昭和４（1929）年４月21日開通の御坊に留まり、以南への開
通は翌年の12月14日。高野山のケーブルも未通で、開通・工事
中の布告もない。また、表紙の絵が夏をイメージした海の絵で
あることから、昭和４（1929）年前半の制作とするのが妥当であ
ろう。

３）運動会ピクニック　御宴会の栞　御団体の栞／南海電
車／昭和5（1930）年初秋

［体裁］縦156㎜×横386㎜を縦に五つ折。表面は黒、桃色、水色、
茶色、橙色の５色刷、裏面は黒、朱の２色刷。
［内容］表面は左側１列目が表紙で洋装の男性と和装で日傘を差
す女性が散策する姿と樹木、電車を描き、上部に「運動会／ピク
ニック／御宴会の栞／御団体の栞」と縦書、下部に「南海電車」と
右書する。２列目には「南海沿線案内略図」と写真２枚、３、４
列目には各々写真を３枚掲載する。５列目は他の半分の巾で「御
団体幹事様へ」として８行の文章を載せる。
裏面は右側から「運動会」「ピクニック」を掲載し、左端に“大

阪難波／南海鉄道運輸課乗客掛／電話戎自四一番至四八番”とす
る。
［発行年代］表面「南海沿線案内略図」に記される紀勢本線の開通
が昭和4（1929）年4月21日開通の御坊に留まり、以南への開通は
翌年の12月14日。一方、表面「高野山」の写真傍らに「ケーブル開
通／十月末日迄往復三円五十銭」と記載される。「運動会ピクニ
ック」とある題名等を加味すると、昭和5（1930）年初秋の発行と
考えるのが妥当。

４）観梅／南海電車／昭和７（1932）年初頭
［体裁］縦156㎜×横348㎜を縦に四つ折。表面は銀、朱、黒、黄
緑の４色刷、裏面は朱、黒の２色刷り。
［内容］表面は右からから１／４が「南部大梅林案内図」「大井堰梅
丘案内図」「金熊寺梅渓及砂川奇勝案内図」、２列目が南海沿線案
内図と「南海ビルデング（近日完成）」とする写真などを載せる。
３列目が表紙で梅の絵を描き、上部に「観梅」、下部に「南海電車」
右書する。４列目には「南部大梅林（和歌山市駅経由）」「大井堰梅
林（佐野駅経由）」「金熊寺梅渓（樽井駅下車）」と題する３枚の写真
を掲載する。

55-60 ‰ R - C S „   07.3.17 2:27 PM  y [ W  55



裏面は右から「梅の名所」として「紀州南部の梅林」「田鶴の梅林」
「金熊寺梅渓」「砂川奇勝」「大井堰の梅林」「観心寺の老梅」、「南海
沿線一・二・三月の行事」を掲載する。左端に“南海電車乗客
掛／電話戎四一－四八／夜間専用戎四四番”とする。
［発行年代］表面「南海沿線案内略図」に記される紀勢本線が「湯崎
温泉」なる駅まで延伸しているようにも見えるが、そのような紀
勢本線の駅は実在しない。但し、よく見ると同図（図１）におい
て鉄道を示す太線は南部までのようで、以南は細い他乗合自動
車による実線である。南部までの紀勢本線開通は昭和6（1931）年
９月21日、以南への延伸は翌年11月8日となる。一方、同略図下
には「南海ビルデング（近日完成）」とのキャプションを持つ、難
波駅ビルとなる写真が掲載される。同ビルは昭和7（1932）年7月9

日の完成である。加えて、各梅林の見頃として１月以後の時期
が記され、併せて「南海沿線一・二・三月の行事」とする表が掲
載されること等を考慮すると、本資料は昭和7（1932）年初頭の発
行と考えるのが妥当である。

図１　「観梅」南海沿線略図　部分拡大

５）花だより／南海電車／昭和７（1932）年春
［体裁］縦176㎜×横388㎜を縦に四つ折。表面は黒、朱、黄緑の
３色刷、裏面は朱、青の２色刷。
［内容］表面は両脇が写真で各々４枚づつ、花の名所の写真を掲
げる。左から２列目が表紙で、花吹雪と和服の女性を枠内に描
き、上部に「花だより」、下部に「南海電車」と右書する。３列目
は「南海沿線案内略図」とする。
裏面は右から「桜の名所」「春の南海沿線遊覧ごよみ」「宴会場」

を掲載する。左端に記す「ご問合せは」“大阪難波　南海鉄道難波
駅鉄道案内所／（戎四三番・四四番）／和歌山市駅長室…（和歌山
一〇一番）／ジャパンツーリストビューロー／大阪市内御案内所
大阪鉄道案内所（本町三一一番）／大丸案内所（南八二番）／三越
案内所（本局五四〇番）／鮮満案内所（本町一七〇〇番）”とする。
［発行年代］表面「南海沿線案内略図」に記される紀勢本線の開通
が昭和６（1931）年９月21日開通の南部に留まる。以南への延伸
は翌年11月８日であるので、「花だより」とある題名も考慮し昭
和７（1932）年春の発行と考えるのが妥当。

６）楠公六百年祭／南海電車／昭和10（1935）年春
［体裁］縦377㎜×横530㎜を縦に二つ折、更に横に五つ折。表面
は銀、朱、黒の3色刷、裏面は青色の1色グラビア印刷。
［内容］表面は折り方により、上段左から１列目が表紙、２枚目
が裏表紙で一連のデザインで、銀色の太帯状の筋を11本横に引
く。表紙側に「楠公六百年祭」「南海電車」「遺蹟めぐり　ハイキン
グ」と右書。２列目裏表紙は「南海電車」「大楠公六百年祭」「遺蹟
めぐり　ハイキング」と右書する。下段左から１、２列目は「大
楠公六百年祭／遺蹟めぐりと／ハイキング・コース」を記す。残
りは上部に「大楠公六百年祭／楠公遺蹟めぐりハイキングコー
ス」、「大楠公六百年祭楠公六百年祭楠公史蹟行事」、下部に周辺
地図を載せる。
裏面は右側１列に６枚の写真を掲載し、残り部分に「楠公遺蹟

めぐり」を記し、周囲に19枚の写真を配する。
［発行年代］楠公六百年祭は昭和10（1935）年に実施されており、
表面の「大楠公六百年祭楠公六百年祭楠公史蹟行事」には4月18日
からの行事が記され、それ以前の制作と判断される。則ち、本
資料は昭和10（1935）年春の制作とすることができる。

７）魚つり網引／南海電車／昭和10（1935）年初夏
［体裁］縦186㎜×横126㎜、20頁綴りの冊子。表紙及び裏表紙は
藍色、黄色、朱の３色カラー刷。表紙裏は青色のグラビア印刷、
裏表紙裏と各々頁は青色による単色印刷。
［内容］表紙及び裏表紙には海上における２艘の漁船が描かれ、
魚釣りを楽しむ人々が描かれ、表紙左上に「魚つり／綱引」と縦
書、表紙及び裏表紙下部に「南海電車」と右書される。表紙裏及
び裏表紙裏には各々グラビア写真３枚づつが配される。
１頁目は「魚つり電車」の運転時刻等が記される。２頁から７

頁及び10頁から14頁には「釣場」「下車駅」「つれる魚」「監督御案内」
「釣船料金」「船数」「旅館、料理屋」「宿泊」「食事」「弁当」が表にな
って記される。見開きの８、９頁には「南海沿線魚つり・網引御
案内図」があり、15、16頁には「網引」として、「綱引名所」「御案
内及監督」「網元」「綱引料金（季節により多少変わることがアリ）」
「網引場所駅より距離」「旅館、料理屋其他」が一覧表になって記
される。
［発行年代］「南海沿線魚つり・網引御案内図」における紀勢本線
が昭和10（1935）年3月29日開通の椿までに留まる。以南への延伸
は翌年10月30日。昭和11（1936）年７月１日に海南へ改められた
「日方町」はその表記に留まる。一方、本文１頁目には「魚つりの
シーズン来たる！」との見出しがあり、同頁には「深日駅に急行
一部停車」として、その期日を“六月壱日より十月末日迄”とする。
これらのことを考慮すると、本資料の制作は昭和10（1935）年初
夏と考えるのが妥当である。
なお、見開きの８、９頁の「南海沿線魚つり・網引御案内図」

内には“由良要塞検閲済／昭和九年六月廿五日”と記されるが、
これは検閲日を示すもので直接の制作日を示すものではない。
これまでにも検閲日が制作年月日のやや離れる例は散見される。

８）天下霊場高野山／南海電車／昭和10（1935）年後半
［体裁］縦370㎜×横526㎜を上210㎜、下160㎜に二つ折し、更に
縦に五つ折とする。表面が黄色、朱、緑、黒の４色刷、裏面は
深緑色の1色グラビア印刷とする。
［内容］上段は左から1、２列目が表紙で、杉木立と雲、三鈷を描
き、１列目右上に「大阪から半日でお詣り出来る／天下／霊場高
野山」と縦書し、下部に右書で「南海電車」と記す。３列目が時刻
表、４、５列目の上が「御団体割引（御一人様当り）運賃早見表」、
下が「高野山年中行事」とする。下段は「高野山案内図」で、上段
に対しては180°反転して印刷される。
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裏面は左右と上の三方に写真17枚が配され、中央３列に縦書
で「高野山」「登山道附近の名所古跡」「山内霊場案内」「奥の院諸墓
碑並古跡」「四季の高野山」「登山、ハイキング、キャンプ」などを
掲載する。なお、末尾で“御問合せ－／大阪市難波　南海電車
難波鉄道案内所 （電戎四三・四四番）”とする。
［発行年代］裏面の金堂説明に“昭和七年再建”、根本大塔に“昭和
九年大師入定壱千百年御遠忌大法会記念に再建”、表面「高野山
案内図」で大阪－難波間に“地下鉄”の書き込み、表面「時刻表」で
橋本－高野山間の鉄道本数は24本ある点は前項と同様であるが、
表面「時刻表」に“昭和十年四月現在”とある。これらを総合する
と、本パンフレットの印刷は昭和10（1935）年秋とするのが妥当
である。

９）楠公遺蹟めぐりとハイキング／南海電車／昭和10（1930）年
秋

［体裁］縦373㎜×横526㎜を上下二つ折にし、更に縦に五つ折と
する。表面は緑、黄色、茶色、赤、黒の５色刷。裏面は藍色1色
のグラビア印刷。
［内容］表面上段左から１列目が表紙、２列目が裏表紙で連続し
て山並と紅葉の木立、１列目に２人のハイカー、２列目に寺院
伽藍が描かれ、１列目は中央に２列の縦書で「楠公遺蹟めぐり
と／ハイキング」、下段に「南海電車」と右書、２列目は中央に
「楠公遺蹟めぐりと／ハイキング」と右書、右下に「南海電車」と
縦書される。下段１、２列目が「楠公遺蹟めぐりと／ハイキン
グ・コース」地図で、残り上段に周辺地図、下段に「楠公遺蹟め
ぐりと／ハイキング・コース」のコース説明が記される。
裏面は「楠公遺蹟めぐり」として、各場所の解説が、25枚の写

真とともに記される。
［発行年代］表面、「楠公遺蹟めぐりと／ハイキング・コース」地
図に見られる紀勢本線が、昭和10（1935）年３月29日開通の椿ま
でに留まる。以南の延伸が翌年10月30日であり、表紙の紅葉の
木立などを考慮すると、昭和10（1930）年秋の制作と考えるのが
妥当である。

10）霊場高野山／南海電車／昭和11（1936）年
［体裁］縦373㎜×横524㎜を上下に二つ折し、更に縦に四つ折と
する。表面が朱、緑、水色の３色刷、裏面は深緑色の１色グラ
ビア印刷とする。
［内容］上段は右から1、２列目が縦書で「高野山年中行事」で、下
１／３を「四季の高野山」で、“御問合せ－／大阪市難波／南海／
電車／難波鉄道案内所／（電戎四一より戎四四番迄”とする。３
列目が「時刻表」、４列目が表紙で、高野山大塔を背景に上段に
２行で「霊場／高野山」と右書し、左端に「南海電車」と縦書する。
下段は上１／３程が「登山・ハイキングキャンプ」として、下段
が「高野山案内図」とする。
裏面は上下２段として、いずれも上１／３に写真を配し、以

下を「高野山」「登山道附近の名所古跡」「山内霊場案内」「奥の院諸
墓碑並古跡」を掲載する。
［発行年代］裏面の金堂説明に“昭和七年再建”、根本大塔に“昭和
九年大師入定壱千百年御遠忌大法会記念に再建”とある。また、
表面「高野山案内図」では大阪－難波間に“地下鉄”の書き込みが
あるが、御堂筋線の難波延伸は昭和10（1935）年10月30日で、昭
和13（1938）年４月21日に天王寺まで延伸されている。なお、表
面「時刻表」において、橋本－高野山間における１日当たりの鉄
道運転本数は24本であるが、これは戦前では昭和9～11（1934～
36）年の運転状況に限られるものである。これらを総合すると、
本資料の制作は昭和11（1936）年とするのが妥当である。

11）沿線案内図／南海電車／昭和13（1938）年秋
［体裁］縦264㎜×横384㎜を上下に二つ折、更に縦に五つと13㎜
で縦に折る。表面は黒、朱、水色、黄緑の４色刷、裏面は黒の
１色刷。
［内容］表面は上下二つ折の上段右1列目が表紙で、疾走する電車
が描かれ、上段に「沿線案内図」、下段に「南海電車」と右書され
る。それ以外が「南海沿線案内図」で下に「南紀方面」「高野山」「白
浜湯崎方面」が別図で描かれる。
裏面は上段の左から１～４列が「南海沿線名所案内」で、残り

が「難波より他線主要駅行連絡運賃」「高野山電車旅客運賃」とす
る。下段は左より「普通旅客運賃表」「御団体割引方」「通行税」「南
海バス線所要区間運賃表」「初終発時刻表」とする。
［発行年代］表面「南海沿線案内図」には、“由良要塞司令部検閲済
（昭和十三年五月二十日）”とあるが、同図において紀勢本線は同
年９月7日開通の江住まで伸びている。これまでのパンフレット
類でも検閲年月日が制作・発行年よりやや早いものは見られた
ことから、昭和13（1938）年秋の印刷と考えるのが妥当である。

３　由良要塞司令部による検閲等とパンフレットの
制作時期

今回扱った資料でも７）魚つり網引、11）沿線案内図において
由良要塞による許可、検閲（以下、「検閲等」と記す）の時期とパ
ンフレットの制作時期について問題が生じた。そこで、以下で
は各資料における検閲等と資料制作時期の関係を確認し、次い
で検閲等の根拠を示し、検閲等の年代的差異について考察を加
える。
先ずこれまで入手した全ての資料について、検閲等と資料制

作時期の関係について見直しを行った。その結果を表１に示す。
これによると23種30件３）において由良要塞による検閲等の記載
が地図、写真を中心に見られた。
由良要塞は明治29（1866）年６月に淡路島の洲本市由良町に司

令部が設置された。これは東京湾口に次ぐ国内の要地として位
置付けられ、併せて重砲兵隊が置かれた４）。
要塞による検閲等の根拠は、明治32（1899）年施行の「要塞地帯

法」により規定されており、同法の第７条では“何人ト雖要塞司
令官ノ許可ヲ得ルニ非サレハ要塞地帯内水陸ノ形状ヲ測量、撮
影、模写、録取シ又ハ要塞地帯内ヲ航空スルコトヲ得ズ”とある
ように、要塞地帯の撮影等には許可が必要とされた。要塞地帯
は同法第３条に“要塞地帯ハ陸地ト海面トヲ問ハス之ヲ三区ニ分
チ《中略》／第一区　基線ヨリ測リ二百五十間以内及基線ト防
御営造物間ノ区域／第二区　基線ヨリ測リ七百五十間以内／第
三区　基線ヨリ測リ二千二百五十間以内”（／は改行を示す）と規
定されていた。一方、加えて第７条２項では前述した撮影等の
制限について“前項ノ規定ハ要塞地帯ト雖第三区ノ境界線ヨリ外
方三千五百間以内ノ区域ニ於テ之ヲ適用ス”と規定されており、
要塞を中心に広い地域において測量、撮影については制限が加
えられた。
本稿で扱う各資料では淡路島に所在した由良要塞が設置した

要塞地帯が該当する。その区域ハ明治32（1899）年告示の「由良ニ
於ケル陸軍防御営造物ノ地帯双区域」により示され、“要塞地帯
法第三条及第六条ニ依リ由良ニ於ケル陸軍防御営造物ノ地帯各
区ヲ左図実線以内トシ同営造物ニ関スル本法第七条二項ノ区域
ヲ実線以外点線以内トシ各区域ハ実地ニ標識ヲ設ケテ之ヲ表示
ス”とされる。具体的には加太、淡輪及び和歌山市のほぼ全域が
その区域となった。つまり、この区域を扱う資料において地図、
写真等の掲載時、許可を受ける必要があったわけである５）。つま
り、上述した戦前期における諸規定に基づいて各資料において
は当該地域の写真及び地図を掲載する場合、由良要塞による検
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閲等を受ける必要があったことがわかる。
更にここで扱う情報は軍事機密とも見なされるわけで、出版

に当っては「出版法」に基づいて当該官庁の許可が必要であった６）。
なお、同法は昭和９（1934）年５月２日の改正前から一層厳しい
運用になったとされる７）。
さて、表１を参照すると魚釣や加太周辺を紹介する写真や地

図を掲載する場合は確実に検閲等を受け、南海の沿線を紹介す
る地図も由良要塞管轄地帯である加太を含むため検閲等の対象
となっている。そして、昭和９（1934）年を境に検閲等の処置が
「許可（済）」から「検閲」に変わっている点が挙げられる。これは
同年における出版法の改正が背景にあると考えてよいだろう。
一方、昭和６（1931）年以後における高野山関連の資料でも検閲
等を受けている点はやや意外であったが、これは高野山を含み、
かつ大阪－和歌山間の広域な南海の沿線案内図を掲載するため
である。但し、これ以前では同種の略図は許可なく資料への掲
載が確認されるため、この時期においても検閲等の強化が推定
される。
以上のように、由良要塞による検閲等の処置が、資料を編年

する上で１つの指標になる点を指摘できる。

４　さいごに

本報告は11種類の資料について概要を紹介するとともに発行
年代の推定を行い、併せて由良要塞における検閲等について考
察を加えた。
検閲は印刷技術の発展とともに展開し、思想弾圧の手段とし

て用いられた。しかし、本来無料で広範囲に配付される行楽用

のパンフレットの類いまでが検閲等の対象となり、その文字を
刻み込むことは、検閲等を行った側のプロパガンダとして読取
ることもできよう。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
注　記
１）橋本の町と町家の研究会編：橋本の町と町家、平成14（2002）.３
２）建設時、同線は紀勢西線の名称であったが、本稿では現称で
ある紀勢本線の呼び名に統一した。
３）表１を見て明らかなように、昭和８（1933）年「南海電車沿線案
内」等では１資料で複数の検閲等を受ける場合がある。
４）洲本市史編さん委員会編纂：洲本市史、917～936頁、昭和49

（1974）.10
５）昭和７（1932）年５月告示の「由良要塞地ニ於ケル禁止制限解除
ノ事項及其ノ区域」により当時の和歌山県海草郡直川村、有功村
及び紀ノ川以南の区域において「要塞地帯法」第７条２項中、撮
影、模写、録取の禁止制限解除がなされたが、測量には制限があ
り、地図等では掲載に許可が必要であったことがわかる。
６）出版法21条
７）この点については静岡県立大学の前坂俊之氏に示唆を頂いた。
記して謝意を表したい。
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資料番号 資料名 
資料の制作年代［Ａ］ 由良要塞による検閲日［Ｂ］ 期間（月） 

［Ａ－Ｂ］ 検閲等の内容 
元号 西暦 月 元号 西暦 月 日 

南海名所案内 大正15 1926 12 大正15 1926 12 4 0 許可済 南海名所案内 
南海名所 昭和4 1929 5 大正15 1926 6 20 35 許可済 南海沿線名所一覧図 

2-4） 魚釣網引 昭和5 1930 許可済 写真 
2-8） 小島住吉加太めぐり 昭和6 1931 昭和4 1929 6 17 24 許可済 小島住吉・加太附近案内略図 

許可済 写真 
2-11） 連絡時刻表 昭和6 1931 許可済 南紀案内略図 
3-5） 花だより 昭和7 1932 春 許可済 
1-12） 春の南海 昭和7 1932 春 許可済 南海沿線案内略図 

許可済 写真 
1-14） 紀三井寺新和歌浦 昭和7 1932 許可済 南海沿線案内略図 

1-15） 昭和7 1932 昭和4 1929 6 17 36 許可済 小嶋住吉・加太附近案内略図 
許可済 南海沿線案内略図 
許可済 写真 

2-12） 加太、友ケ嶋めぐり宴遊券 昭和7 1932 許可済 南海沿線案内略図 
2-14） 春の新和歌浦 昭和7 1932 春 許可済 南海沿線案内略図 
1-16） 天下乃霊場高野山 昭和7 1932 許可済 南海沿線案内略図 
1-17） 天下乃霊場高野山 昭和7 1932 許可済 南海沿線案内略図 

南海沿線名所一覧図 昭和7 1932 11 昭和4 1929 6 17 41 許可 南海沿線名所一覧図 
1-18） 天下乃霊場高野山 昭和8 1933 許可済 南海沿線案内略図 
1-19） 天下乃霊場高野山 昭和8 1933 許可済 南海沿線案内略図 

南海電車沿線案内図 昭和8 1933 8 昭和4 1929 6 17 50 許可 南海沿線名所一覧図 
昭和7 1932 11 5 9 許可 南海電車南紀遊覧案内図 

未発表 天下の霊場高野山 昭和9 1934 許可済 南海沿線案内略図 

南海電車指定旅館案内 昭和9 1934 3 昭和9 1934 3 24 0 検閲済 南海電車案内略図 
検閲済 写真 

淡輪つゝじ 昭和9 1934 4 昭和9 1934 3 24 1 検閲済 南海沿線案内略図 
検閲済 淡輪遊園 

 3-7） 魚つり網引 昭和10 1935 初夏 昭和9 1934 6 25 12 検閲済 写真 
 3-11） 沿線案内図 昭和13 1938 秋 昭和13 1938 5 20 5 検閲済 

南海沿線図 昭和16 1941 初 昭和15 1940 12 3 1 検閲済 南海沿線図 

検閲の対象 

凡例　「資料番号」はこれまでの「紀要掲載号－番号」で示す。なお、網掛けは発行年代の明らかな資料のため、紀要には未発表。 

表１　パンフレットにおける制作年代と検閲等の時期
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５）花だより
昭和７（1932）年春

６）楠公六百年祭
昭和10（1935）年春

７）魚つり網引
昭和10（1935）年初夏

８）天下霊場高野山
昭和10（1935）年後半

９）楠公遺蹟めぐりとハ
イキング
昭和10（1930）年秋

10）霊場高野山
昭和11（1936）年

11）沿線案内図
昭和13（1938）年秋

１）楠公遺蹟めぐり
昭和４（1929）年頃

２）賃金・時刻表
昭和４（1929）年前半

３）運動会ピクニック　
御宴会の栞御団体の栞

昭和5（1930）年初秋

４）観梅
昭和７（1932）年初頭

図３
縮尺は１／３
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